
【 ２０２５年(令和７年) ８月６日 】

２０２５年度

学校関係者評価委員会

学校法人シモゾノ学園

大宮国際動物専門学校



□ 専修学校の質の保証・向上における取り組みの１つとして、「自己点検・評価」 と 「学校関係者評価」 と 「情報公開」

が様々な取り組みにおいて推奨されております。自己点検・評価は、文部科学省から評価表が例示されてはいるもの

の、各専門分野における教育活動状況の違いや地域性による学校運営活動状況の違いは多岐に渡って異なってい

ること等を踏まえ、文部科学省の委託事業として、「自己点検・評価における共通的評価基準モデル」の策定が２０２

０年度より取り組まれました。

本学園では、それらの取り組みにおいて例示されている評価の仕方を踏まえ、本学園の教育と学校運営の質の向上

につなげられる評価項目を設定し、各評価項目をどちらかといえば適切なのか不適切なのかを少しでも明瞭化できる

ように４段階評価にて行うことといたしました。

また、４段階評価の根拠資料となるエビデンスは、多量になりすぎることを抑制すべく、内容を厳選して多くて３つ程度

までとしております。

■ お願いさせていただきたい内容 について
□ 本学園は、「高等教育の修学支援新制度」 に機関認定されていることに加え、文部科学大臣による新たな専修学

校の専門課程である 「職業実践専門課程」 に認定候補学科がその認定を受け、教職員一丸となって日々の教育

活動に心を込めて務めております。

これらの認定要件において、より質の高い知識・技術・職務実践能力等を学生が身に付けられるように、社会・企業

等と密接な連携体制を確立し、教育活動を主とする学校運営の検証・改善を行うことを目的とした 「学校関係者評

価委員会」 を開催することが求められております。

つきましては、本学園が行った自己点検・評価をもとに昨年度の学校運営状況をご説明いたしますので、本学園の

教育や学校運営の質の向上に向けたご意見・ご要望などをお伺いできれば幸甚に存じます。

■ 自己点検・評価 について

③ 学校関係者評価のまとめを踏まえた、意見交換等
④ 閉式の辞

２. 学校関係者評価 について

□ ２０２５年８月６日(水) １４：００から１６：００　【 国際動物専門学校 会議室 (対面方式) 】
① 開式の辞
② 学校関係者評価のまとめ

⑦ 次回までの流れ
⑧ 閉式の辞

■ ２０２５年度 第２回 学校関係者評価委員会

④ 委員長の選任
⑤ 自己点検・評価のご報告
⑥ 意見交換等

① 開式の辞
② 学校関係者評価の概要説明
③ 委員のご紹介

□ 大平 久美子 氏 (保護者) 保護者等評価委員

■ ２０２５年度 第１回 学校関係者評価委員会
□ ２０２５年７月３日(木) １４：００から１６：００　【 大宮国際動物専門学校 会議室 (対面方式) 】

□ 廣井 愛 氏 (卒業生) 卒業生等評価委員

□ 齊藤 勉 氏 (多摩地区 高等学校 進路指導協議会　顧問) 高校等評価委員

□ 太田 宗雪 氏 (株式会社 ＥＤＵＷＡＲＤ Ｐｒｅｓｓ　代表取締役社長) 企業等評価委員
□ 國分 達夫 氏 (東京都立 晴海総合高等学校　元校長) 高校等評価委員

１. 学校関係者評価委員会 について

■ 学校関係者評価委員
□ 宗像 俊太郎 氏 (あさか台どうぶつ医療センター　院長) 企業等評価委員
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□ 「動物福祉の実践」 を教育方針の１つとし、動物の生命 及び 尊厳を守る精神を養い、自然・環境・動物との共存共

生を実践し広く社会に貢献できる人財を育成します。

■ 行動指針
□ 各部署の役割の遂行とグループが一丸となって各部署の情報を共有し互譲互助で心を１つにして教育理念実現に

向け邁進します。

■ 教育方針
□ 「専門性の追求」 を教育方針の１つとし、動物を取り巻く環境をしっかり理解し、動物業界で求められる知識・技術を

追求し、戦力となる人財を育成します。

□ 「道徳性・人間性の育成」 を教育方針の１つとし、感謝の心を失わず、挨拶をはじめコミュニケーション能力の高い、

品格の備わった人財を育成します。

□ 人生を生き抜く多様な力 と 自分と周りの命 (人生) を大切にする心 を持ち、心豊かに活きて生きる資質を持

つ者。
□ 人と動物の真の共存共生について、自身の考えを持つとともに他者の多様な考えにも理解を示せる者であり、

主体的・積極的に取り組み続けられる者。
□ 本校に所定の修業年限以上在学し、所定の 授業科目 及び 授業時数 を履修した者について、校長は校長

会議の議を経て卒業を認定し、学位を授与する。また、履修の認定について、試験 等の成績に基づいた厳格

な成績評価を行い、校長は校長会議の議を経て、これを認定する。

□ 教育目的である育成人財像を基に、教育目標を 「専門性の追求、道徳性・人間性の育成、動物福祉

の実践」 の３つに区分け、適切な 教育課程 (学内授業・学内外研修・企業連携実習 等) と 教育方法

にて 「学生の立場に立った教育」 及び 「できないことを学生のせいにしない教育」 を行う。
□ 学生が教育目標を達成できるように、ＰＤＣＡサイクル 等を用いて、定期的な学習成果の検証 及び 必

要に応じた改善 を行う。

□ 本校の 卒業認定や学位授与についての基本的な方針 「Ｄｉｐｌｏｍａ Ｐｏｌｉｃｙ (ディプロマポリシー)」 は、次のとおりとす

る。

□ 動物愛護 と 動物福祉 の精神に深い理解を持つ者。

□ 本校の 教育目標に対する、教育課程や教育方法についての基本的な方針 「Ｃｕｒｒｉｃｕｌｕｍ Ｐｏｌｉｃｙ (カリキュラムポリ

シー)」 は、次のとおりとする。
□ 学生が専門的な知識や技術に加え、豊かな人間力・適切な社会人力・多様な資質 を身に付け、社

会・企業等から高い評価が得られる人財となれるように、教育目的である育成人財像を掲げる。

□ 本校の 入学者の受入れや入学者に求める資質についての基本的な方針 「Ａｄｍｉｓｓｉｏｎ Ｐｏｌｉｃｙ (アドミッションポリ

シー)」 は、次のとおりとする。
□ 本校が求める 基礎学力 と 倫理観 を備える者。
□ 将来の職業として、動物関連業界に強い関心と熱意のある者。

□ 「心を大切に 感謝の気持ちで自然を思い 人と動物の真の共存共生」
□ 教育理念 「人と動物の真の共存共生」 を実現すべく、社会・企業等から高い評価が得られる人財・職業社会人

を育成する教育事業を行う。

■ 基本的方針

３. 学校法人シモゾノ学園の基本的な考え方 について

■ 教育理念
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■ エビデンスは、評価の根拠資料となるものを厳選し、多くて３つ程度までとする。

→ 評価項目に対し、専修学校ガイドライン 及び ＩＳＯ２９９９３・２１００１ を踏まえた評価指標に則って評価を行う。

→ 【３-１５】 ･ 【４-４】 ･ 【５-９】 ･ 【１１-１】 について、本校の取り組み指針を踏まえ、本校は評価指標の３評価を４評

価とする。
→ 【３-１７】 ･ 【６-７】 ･ 【８-３】 ･ 【９-４】 について、評価指標の最高値は３評価までであるが、表記は４評価とする。

□ 教職員が主体的・効率的に職務に取り組めるよう、学校運営の仕方の検証を行い、改善に活かす。

３. 評価項目・評価指標・エビデンス について

■ 評価は、４段階で行う。

□ 学生が学習成果を適切に得られるように、教育の仕方等の検証と改善を行い、教育の質の向上を行う。

■ 学校運営関連事項

□ 入学対象者の情報の受け方に合わせた、学生募集の仕方の検証と改善を行い、入学定員を満たす。

２. 重点的に取り組む目標・計画 について

■ 教育関連事項
□ 教育課程編成委員会等を通し、教育目標・教育課程等の検証と改善を行い、教育の質の向上を行う。
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→ 【監査日時】 ２０２５年５月２３日(金) ９：１５ ～ １２:３５　　　【場所】 ＩＡＣ東京校 会議室

② 監査結果
→ 全ての項目 について、適切な評価が行われている。

→ 特になし。

【 内部監査 】

① 参加者名 及び 実施日時・場所 について
→ 【監査を行った者】 チーム③　　【監査を受けた者】 チーム②

【 自己点検・評価 】

① 課題 及び 今後の改善方針・取り組み について
→ 全ての項目 について、適切な取り組みが行われている。引き続き、各取り組みの質の向上に取り組む。

② 特記事項

１ - ２

学校における職業教育の特色は明確になっているか。

４

学校案内書、教育課程編成委員会 議事
録、卒業生状況調査書

１ - ３

学校の理念・目的・育成人財像・特色・将来構想等が学生・保護者等に周知さ
れているか。 ４

学生の手引き、保護者会 案内・説明ＰＰ・レ
ジュメ、学校関係者評価委員会 議事録

１．教育理念・目標 評価 エビデンス

１ - １

学校の理念や社会のニーズを反映する教育目的・育成人財像は明確に定めら
れているか。 (専門分野の特性が明確になっているか。) ４

学則、学校案内書、ホームページ「挨拶
/教育理念ページ」、教育課程編成委
員会 議事録
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② 監査結果
→ 全ての項目 について、適切な評価が行われている。

【 内部監査 】

① 参加者名 及び 実施日時・場所 について
→ 【監査を行った者】 チーム②　　【監査を受けた者】 チーム③
→ 【監査日時】 ２０２５年５月２３日(金) ９：１５ ～ １２:３５　　　【場所】 ＩＡＣ東京校 会議室

→ 全ての項目 について、適切な取り組みが行われている。引き続き、各取り組みの質の向上に取り組む。

② 特記事項
→ 特になし。

２ - ６

教育活動等に関する情報公開が適切になされているか。

４

教育課程編成委員会 議事録、学校関
係者評価 報告書、学校ＨＰ (情報公開
ページ 画面の画像)

【 自己点検・評価 】

① 課題 及び 今後の改善方針・取り組み について

２ - ４

運営組織や意思決定機能は規則等において明確化され、人事・給与に関する
規程も含め、有効に機能しているか。 ４

寄附行為、組織分掌図、就業規則、理
事会 議事録

２ - ５

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか。

４

学校運営指針、組織分掌図、学校関係
者評価 報告書

２ - ２

運営方針に沿った事業計画が策定されているか。 (教務・財務の意思決定シ
ステム制度は整備されているか。) ４

寄附行為、理事会・評議員会 議事録、
学園本部会議 議事録、組織分掌図

２ - ３

学校運営に関する (事業計画・予算編成・教育活動等) に対する評価を結論
として取りまとめた評価報告書を作成しているか。 ４

学校関係者評価 報告書、学校ＨＰ (画
面の画像)、教職員研修 資料 (兼任教
職員 全体会 ２０２３年度)

２．学校運営 評価 エビデンス

２ - １

教育方針や教育目標等に沿った運営方針が策定されているか。

４

事業報告書(学校ＨＰ 情報公開)、事業
計画共有会レジュメ、教育課程編成委
員会 議事録
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３ - １７

学生の成績情報等への閲覧制限が適切に設定されているか。

４

個人情報管理区分、みんなで取り組む
個人情報の管理、学籍管理

３ - １５

講義・実習等の受講前に学生の能力等に不足がないかを確認するためのアン
ケートやヒアリングを行っているか。 ４

募集要項、入試面接 (入試記録)、学生
の手引き

３ - １６

動物を使用する実習・実験等に関し、これらに関する倫理や動物の福祉につい
ての規則やマニュアルが整備され、公表されているか。 ４

学校飼育動物管理規程、学生の手引
き、学内掲示物 (アニマルウェルフェア・
動物の逸走防止対策)

３ - １３

講義に関し、定められたカリキュラム 若しくは それに準じたカリキュラム が実施
されているか。 ４

カリキュラム、情報公開 (様式４)

３ - １４

実習に関し、定められたカリキュラム 若しくは それに準じたカリキュラムが実施
されているか。 ４

カリキュラム、情報公開 (様式４)

３ - １１

関連分野における先端的な知識・技術等を習得するための研修や教員の指導
力育成等の資質の向上のための取り組みが行われているか。 ４

企業連携研修 契約書・報告書・評価
表、教職員研修 報告書、学科会議 議
事録

３ - １２

カリキュラムは、自主学習を含む学習時間・学習方法を学生の生活時間や学
習時間に配慮して設計されているか。 ４

カリキュラム、学生の手引き、年間スケ
ジュール

３ - ９

人財育成目標の達成に向け、各授業を行うことができる要件を備えた教員を確
保しているか。 ４

学校運営指針 (コアコンピテンシー)、教
職員 コンピテンシー

３ - １０

動物看護職関連分野との連携による優れた教員 (専任・兼任共に) を確保す
るための活動が行われているか。 ３

加盟団体一覧、企業連携研修 契約
書・報告書・評価表、教育課程編成委
員会 議事録、ＶＮ養成所 年次報告書

３ - ７

職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか。

４

学校関係者評価委員会 議事録、教育
課程編成委員会 議事録、企業連携実
習 評価表

３ - ８

成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか。

４

学生の手引き、実技試験評価表、校長
会議 資料 (進級・卒業判定関連)

３ - ５

学生によるアンケート等をもとに、適切に授業評価を実施しているか。

４

授業アンケート (学生)、学外事前・事後
研修アンケート (学生)

３ - ６

適切な評価体制を有し、授業評価が実施されているか。 (教育内容 及び その
評価方法・手段・スケジュール は適切か。) ４

兼任教職員セルフチェック、授業参観
評価表、授業評価アンケート (学生)

３ - ３

教育理念・到達目標に沿って、学科等のカリキュラムは体系的に編成されてい
るか。 ４

カリキュラム、学生の手引き、情報公開
(様式４)

３ - ４

講義 及び 実習 に関するシラバスは作成されているか。

４

シラバス、シラバス・教育担当者のまと
め

３ - １

教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか。

４

教職員クレド、学校案内書、学生の手引
き、シラバス

３ - ２

教育理念・育成人財像・業界のニーズを踏まえ、修業年限に対応した教育到
達レベルや学習時間の確保は明確にされているか。 ４

学生の手引き、情報公開 (様式４)、シ
ラバス

３．教育活動 評価 エビデンス
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→ 【監査日時】 ２０２５年５月２３日(金) ９：１５ ～ １２:３５　　　【場所】 ＩＡＣ東京校 会議室

② 監査結果
→ 全ての項目 について、適切な評価が行われている。

→ 特になし。

【 内部監査 】

① 参加者名 及び 実施日時・場所 について
→ 【監査を行った者】 チーム③　　【監査を受けた者】 チーム①

→ 全ての項目 について、適切な取り組みが行われている。引き続き、各取り組みの質の向上に取り組む。

→ 【３-１０】 (３/４評価) について、専門学校として求めらている一般的な教職員数はしっかりと満たしているが、

本校が独自で設けている高い教育の質を念頭においた教職員数には若干名及ばなかったことを踏まえ、自

分自身を厳しく振り返る上で３評価とした。なお、２０２５年度期首においてはそれを満たす教職員数は確保さ

れている。

② 特記事項

【 自己点検・評価 】

① 課題 及び 今後の改善方針・取り組み について
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② 監査結果

→ 全ての項目 について、適切な評価が行われている。

【 内部監査 】

① 参加者名 及び 実施日時・場所 について
→ 【監査を行った者】 チーム③　　【監査を受けた者】 チーム①
→ 【監査日時】 ２０２５年５月２３日(金) ９：１５ ～ １２:３５　　　【場所】 ＩＡＣ東京校 会議室

→ 【４-３】 (３/４評価) について、「過去３年間の実績が卒業率９５％以上である」 という ４評価の指標 を満たし

ていない。引き続き、入学者における卒業率を向上できるように日々の取り組みを良化させる。

② 特記事項
→ 特になし。

【 自己点検・評価 】

① 課題 及び 今後の改善方針・取り組み について
→ 全ての項目 について、適切な取り組みが行われている。引き続き、各取り組みの質の向上に取り組む。

→ 【４-１】 (３/４評価) について、「過去３年間の実績が就職率１００％である」 という ４評価の指標 を満たして

いない。引き続き、就職希望者における就職率を年度内に１００％とすべく取り組みを継続する。

４ - ６

教育・訓練 及び 実習 等を委託する場合、その目的・要望事項・評価項目等
の依頼を明確にしているか。 ４

企業連携実習 契約書、実習依頼状、
実習評価表

４ - ７

動物看護総合実習等の企業と連携した実習について、依頼先と十分なコミュ
ニケーションをとり、その内容・評価方法等を事前に定め、評価しているか。 ４

動物看護総合実習 依頼書、動物看護
総合実習 評価表、企業連携実習 評価
表

４ - ４

在校生の社会的な活動に対し、それを把握し、評価する体制があるか。

４

学生の手引き、ボランティアマイル制
度、ボランティアマイル表彰者リスト

４ - ５

学生の学習成果の評価に際して、育成する人財像に沿った評価項目を定め、
明確な基準で実施されているか。 ４

クレド、学生の手引き、校長会議 資料
(進級・卒業判定関連)

４ - ２

資格取得率の向上が図られているか。

４

愛玩動物看護師 国家試験補講スケ
ジュール、美容学科会議 議事録、ス
テップアップ試験実施要項 (一部抜粋)

４ - ３

入学者に対する卒業率はどうか。

３

情報公開 (様式４)、事業計画 ＰＤＣＡ
会議 (学習成果状況報告データ)

４．学習成果 評価 エビデンス

４ - １

年度末における就職率の向上が図られているか。

３

就職率データ (過去３年間)、保護者会
資料、合同企業説明会　実施要項
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② 監査結果
→ 全ての項目 について、適切な評価が行われている。

→ 【５-９】 (４/４評価) について、エビデンスの一部追加を提案した。

【 内部監査 】

① 参加者名 及び 実施日時・場所 について
→ 【監査を行った者】 チーム②　　【監査を受けた者】 チーム①
→ 【監査日時】 ２０２５年５月２３日(金) ９：１５ ～ １２:３５　　　【場所】 ＩＡＣ東京校 会議室

→ 全ての項目 について、適切な取り組みが行われている。引き続き、各取り組みの質の向上に取り組む。

② 特記事項
→ 特になし。

５ - １０

高校や高等専修学校等との連携によるキャリア教育や職業教育の取り組みが
行われているか。 ４

職業体験受け入れ関連書類、学校見
学受け入れ関連書類、高校ガイダンス
一覧、

【 自己点検・評価 】

① 課題 及び 今後の改善方針・取り組み について

５ - ８

卒業生への支援体制は整備されているか。

４

卒業教育セミナー 案内書、学校ＨＰ (卒業生
向け求人票ページ)、ＭｙｉＤ 案内物

５ - ９

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか。

４

募集要項、学校運営指針、学生相談
報告書、学生の手引き

５ - ６

学生の生活環境への支援体制は整備されているか。

４

シモゾノ学園のサポート制度、学校案内
書 (学生会館案内・学生マンション案
内)、学生の手引き

５ - ７

保護者との連携は適切に行えているか。

４

学生の手引き、保護者会案内書、学校
ＨＰ (在校生用ページ)、学生相談 報告
書

５ - ４

学生相談に関する体制は整備されているか。 (相談窓口が設置されている
か。) ４

学生の手引き、カウンセリングルーム 案
内、カウンセリング記録、学生相談 報告
書

５ - ５

課外活動に対する支援体制は整備されているか。

４

学生の手引き、課外活動・サークル活
動申請書、ボランティアマイル制度

５ - ２

学生の健康管理を担う組織体制は整備されているか。

４

年間スケジュール (健康診断スケジュール)、
提携病院 契約書、救急技能講習 受講リスト

５ - ３

学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。

４

募集要項、学生の手引き、下薗龍二記
念 奨学生 (名簿)、家族入学支援奨学
生(名簿)

５．学生支援 評価 エビデンス

５ - １

進路や就職に関する支援体制が整備され、学生や保護者等に周知されている
か。 ４

学生の手引き、保護者会資料
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② 監査結果

→ 全ての項目 について、適切な評価が行われている。

【 内部監査 】

① 参加者名 及び 実施日時・場所 について
→ 【監査を行った者】  チーム②　【監査を受けた者】 チーム③
→ 【監査日時】 ２０２５年５月２３日(金) ９：１５ ～ １２:３５　　　【場所】 ＩＡＣ東京校 会議室

→ 全ての項目 について、適切な取り組みが行われている。引き続き、各取り組みの質の向上に取り組む。

② 特記事項
→ 特になし。

６ - ８

海外研修制度はあるか。また、その際の学生への指示・教育は十分に実施さ
れているか。 ４

海外研修 報告・改善書 (２０２３年度)

【 自己点検・評価 】

① 課題 及び 今後の改善方針・取り組み について

６ - ６

学校の施設や備品等は、定期的に管理・点検されているか。

４

修繕・備品等 中長期計画データ、予算
書

６ - ７

実習室等の学校施設や設備の利用割り当て (スケジュール管理) が明確に
なっているか。 ４

施設使用割当て表

６ - ４

動物に協力してもらえる実習室 及び 必要な動物 が備わっているか。

４

施設使用割当て表、動物管理台帳

６ - ５

自己学習に必要な図書室 ないし 図書スペース 及び コンピューター が利用で
きる環境が整備されているか。 ４

校舎案内データ、図書管理台帳、学生
ラウンジ・図書室 利用規定

６ - ２

防災に対する体制は整備されているか。

４

学生の手引き、防災・避難訓練 実施要
項 (避難型)、防災・避難訓練 実施要
項 (実践型)

６ - ３

実習室には検査に必要な設備が整備されているか。

４

施設使用割当て表、教育機器備品管
理台帳、予算書

６．教育環境 評価 エビデンス

６ - １

施設・設備は、教育上の必要性に十分に対応できるように整備されているか。

４

授業時間割り表、施設使用割当て表、
組織分掌図
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② 監査結果
→ 全ての項目 について、適切な評価が行われている。

【 内部監査 】

① 参加者名 及び 実施日時・場所 について
→ 【監査を行った者】 チーム③　　【監査を受けた者】 チーム②
→ 【監査日時】 ２０２５年５月２３日(金) ９：１５ ～ １２:３５　　　【場所】 ＩＡＣ東京校 会議室

→ 全ての項目 について、適切な取り組みが行われている。引き続き、各取り組みの質の向上に取り組む。

② 特記事項
→ 特になし。

７ - ３

特別な対応が必要な学生への対応を定め、共有しているか。 (身体的事項や
精神的事項等) ４

入学相談室対応マニュアル、留学生対
応マニュアル、進学ご相談カード (カル
テ)

【 自己点検・評価 】

① 課題 及び 今後の改善方針・取り組み について

７ - １

学生募集活動は適正に行われているか。

４

学校案内書・募集要項、入試・学費説明会
説明ＰＰ、情報公開 (様式４、プライバシーポリ
シー)、入試結果リスト（順位付け）

７ - ２

学納金は妥当であるか。

４

情報公開 (財務)、学費の比較資料 (同
分野 他校の学費情報 等)

７．学生の受け入れ募集 評価 エビデンス

11



→ 【監査日時】 ２０２５年５月２３日(金) ９：１５ ～ １２:３５　　　【場所】 ＩＡＣ東京校 会議室

② 監査結果

→ 全ての項目 について、適切な評価が行われている。

→ 特になし。

【 内部監査 】

① 参加者名 及び 実施日時・場所 について
→ 【監査を行った者】 チーム②　　【監査を受けた者】 チーム③

【 自己点検・評価 】

① 課題 及び 今後の改善方針・取り組み について
→ 全ての項目 について、適切な取り組みが行われている。引き続き、各取り組みの質の向上に取り組む。

② 特記事項

８ - ３

財務について、会計監査が適正に行われているか。

４

監査報告書

８ - ４

財務情報の公開の体制整備はできているか。

４

財務情報公開規程、学校ＨＰ (画面の
画像)

８ - １

中・長期的に学校の財務基盤は安定しているか。

４

学校ＨＰ (情報公開ページ 画面の画像)

８ - ２

予算や資金収支計画は有効かつ妥当であるか。

４

監査報告書、理事会・評議員会 議事
録、情報公開 (財務)

８．財務 評価 エビデンス
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→ 【監査日時】 ２０２５年５月２３日(金) ９：１５ ～ １２:３５　　　【場所】 ＩＡＣ東京校 会議室

② 監査結果
→ 全ての項目 について、適切な評価が行われている。

→ 特になし。

【 内部監査 】

① 参加者名 及び 実施日時・場所 について
→ 【監査を行った者】 チーム①　　【監査を受けた者】 チーム③

【 自己点検・評価 】

① 課題 及び 今後の改善方針・取り組み について
→ 全ての項目 について、適切な取り組みが行われている。引き続き、各取り組みの質の向上に取り組む。

② 特記事項

９ - ６

評価目標 及び 想定される評価範囲 を整理し、記述できているか。

４

授業参観評価表 一覧、授業参観評価
表 (講義形式・実習形式)

９ - ７

教職員に対する評価方法・スケジュール・評価の仕方等が書類として文書化さ
れているか。 ４

学校運営指針 (ＧＢ)、学園 年間スケ
ジュール、教職員 ＳＣシート

９ - ４

自己点検・評価の結果を公開しているか。

４

情報公開 (自己点検・評価の報告)

９ - ５

教職員の職務記述書を作成し、これらを適切な期間ごとに見直ししているか。

４

職務記述書、教職員面談記録 (ＳＣ
シート)

９ - ２

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか。

４

個人情報保護規程、個人情報保護規
程に関するＳＣのまとめの掲示物

９ - ３

自己点検・評価の実施と課題の改善を行っているか。

４

自己点検・評価委員会 議事録、学校
関係者評価 報告書

９．教育の内部質保証システム 評価 エビデンス

９ - １

法令や専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がされているか。

４

監査報告書、就学支援新制度 機関認
定確認書、文書管理規程、就学支援新
制度 機関認定 対象校一覧 (文科省)
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→ 【監査日時】 ２０２５年５月２３日(金) ９：１５ ～ １２:３５　　　【場所】 ＩＡＣ東京校 会議室

② 監査結果
→ 全ての項目 について、適切な評価が行われている。

→ 特になし。

【 内部監査 】

① 参加者名 及び 実施日時・場所 について

→ 【監査を行った者】 チーム②　　【監査を受けた者】 チーム①

【 自己点検・評価 】

① 課題 及び 今後の改善方針・取り組み について
→ 全ての項目 について、適切な取り組みがされている。引き続き、各取り組みの質の向上に取り組む。

② 特記事項

１０．社会貢献・地域貢献 評価 エビデンス

１０ - １

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献、学生のボランティア
活動の奨励や支援、地域に対する公開講座や教育訓練 (公共職業訓練等を
含む。) の受託等を積極的に実施しているか。 ４

生涯教育・社会貢献計画、ボランティア
マイルの要項、リアル体験教室 スケ
ジュール、大宮ドッグフェスティバル学生
案内、ムサシトミヨの報道発表資料
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→ 【監査日時】 ２０２５年５月２３日(金) ９：１５ ～ １２:３５　　　【場所】 ＩＡＣ東京校 会議室

② 監査結果
→ 全ての項目 について、適切な評価が行われている。

→ 特になし。

【 内部監査 】

① 参加者名 及び 実施日時・場所 について
→ 【監査を行った者】 チーム②　　【監査を受けた者】 チーム③

【 自己点検・評価 】

① 課題 及び 今後の改善方針・取り組み について
→ 全ての項目 について、適切な取り組みがされている。引き続き、各取り組みの質の向上に取り組む。

② 特記事項

１１．国際交流 評価 エビデンス

１１ - １

留学生の受入れや派遣について、計画的に活動するとともに、在籍管理等にお
いて、適切な手続き等を行っているか。 ４

留学生用募集要項、入国管理局への
報告書
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□ 教員のみなさんの声が聞きやすくて良いと感じた。

□ 教育活動や学校運営について日々検証を重ねて取り組まれていることを改めて実感した。

□ 職業実践専門課程の制度を導入されたことによる変化をお聞きしたい。
→ (下薗 僚章) 専門的な内容を学べる学習塾や専門教室などが、しっかりとした学校運営が継続して行い

続けられるかなどを厳格に審査されて法的にその学校運営が認められるようになった専修学校制度が施
行されて約５０年ほどになる。専修学校の起源を振り返ってみると、戦後の日本において和裁・洋裁やそ
ろばんなどを学ぶ施設から始まっており、それらが社会に求められ定着し、地域経済や専門的な人財を
必要とする分野にとっては特に必要不可欠な存在となり今日に続いていると伺ったことがある。職業実践
専門課程は、その専修学校制度の教育の質をさらに向上すべく、教育課程の編成や教育活動の実施に
おいて多様な定められている要件をしっかりと毎年度満たしている必要があり、それらの取り組みをしっか
りと行っている教育課程に対してのみ、文部科学大臣がそれを職業実践専門課程として認定する制度が
設けられた。
多くの専門学校があり、多様な教育が行われている学科がある中で、その一定の要件を満たしていない
ものも一定数あり、職業実践専門課程の認定を受けている学科であるということは、高校の先生方や専
門学校への進学を目指す方たちにとっては一つの安心材料になっているのではないかと考えている。た
だその中身も十人十色の様々な教育内容があるため、学校選びをする際にはオープンキャンパスや学
校案内、ホームページ等をしっかりと見ていただき、良い学校選びをしていただくことが大切であると思慮
する。

→ (吉川) 入学式直後に実施しているオリエンテーション研修も含め、本校卒業後は学生から社会人になる

という気持ちの入れ替えを行っている。また本校では、社会人基礎力と称し、チームで仕事をする力や社

会人としての人間性を醸造する授業も年間を通して行っている。しかし、現場で通用する段階にはまだ達

していないと考えており、より良化していく必要性を感じている。

□ 電話対応ができ、社会常識があり、コミュニケーション能力の高い学生が貴校から輩出されれば、貴校の評

判もさらに高まる。今後さらなるブラッシュアップを期待している。

■ 太田 宗雪 氏 (株式会社 ＥＤＵＷＡＲＤ Ｐｒｅｓｓ　代表取締役社長) 【 企業等評価委員 】

→ (吉川) 面接に自信がない学生や緊張してしまう学生には、就職サポートとして面接練習などを実施して

いる。挨拶、言葉遣い、姿勢、笑顔など基本的なことができていなければ、面接以前にそもそも話を聞い

てもらえないと指導している。

□ 面接をしていると利他の心がなく、自分のことばかりな人が多いと感じる。社会貢献は利他的でないとできない

ことであり、社会貢献の必要性を教えることは重要だと考える。

□ 当病院では社会常識やマナーについて４月入社の際に一からやり直して教えている。貴校ではどのような教

育は行っているかお聞かせいただきたい。

【 学校関係者評価 】 (総評)

■ 宗像 俊太郎 氏 (公益社団法人 日本動物病院協会　会長) 【 企業等評価委員 】

□ 他校には面接の際に私が入室しても座ったままでいる学生を見かける場合もあるのだが、貴校の学生は挨拶

がしっかりできて礼儀正しいと感じる。貴校では何か教育をしているのかお伺いしたい。
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■ 齊藤 勉 氏 (多摩地区高等学校進路指導協議会　顧問) 【 高校等評価委員 】

□ 昨今は貝のように心を閉ざし、人の話を聞こうとしてくれない、頑なな若者も存在する。こうした若者に対して

は、高校も専門学校も入学時から常に肯定的な評価を与えていかなければ、人の意見やアドバイス聞く耳を

作れないのではないかと危惧する。

□ ６月３０日の毎日新聞、７月４日の朝日新聞に小田原短大問題というものが掲載され，すぐに高校教員グ

ループで情報が共有された。この事件は、小田原短期大学の幼稚園教諭免許の資格習得試験の際に模範

解答の持ち込みを許可し、丸写しをさせていたというものであるが、これは教育の放棄であると愕然とした。人

材不足で人が欲しいと言われているが誰でも良いわけではない。学校はしっかりと教育を行い、試験を受けさ

せなければならない。同様のことが札幌の専門学校でも起きており、専門学校が良い取り組みをしていても、

このような悪いことが一つでもあると専門学校全体が負のイメージになってしまう。適正な評価を定着させてい

くことで、専門学校全体の底上げに繋げていくことを期待する。

■ 國分 達夫 氏 (東京都立 晴海総合高等学校 元校長) 【 高校等評価委員 】

□ 自己点検・評価の報告を受け、学校の現状を確認することができた。引き続き、多様な学生に対する細やか

な対応、就職支援等を充実され、より良い教育に取り組まれていくことを期待する。
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□ 貴校は毎週のようにオープンキャンパスを開催してくださっていたので、何回も足を運んで現場を見ることがで

き、先生のお話を聞く機会もあり、大変安心して学校選択をすることができた。

→ (下薗 惠子) ご意見をありがとうございます。引き続き、学生ならびに保護者等のみなさまに安心して学ん

でいただける学校であり、誇りに思っていただける学校であるように教職員一同努めて参ります。

■ 大平 久美子 氏 (保護者) 【 保護者等評価委員 】

□ 企業連携実習等で動物病院に行き、実際に体験させていただくことが大きな学びになると考える。確かに大

学はアカデミックで座学で学ぶことが多いと思うが、専門性のあることをたくさん学ぶことができるのが専門学

校であり、今後も頑張っていただきたい。

→ (下薗 僚章) 教えることが最大の学びであり、アウトプットすることがインプットに繋がると思慮する。学生自

身が普段学んでいることを飼い主様や様々な方にお伝えする機会を通して、学びに繋げてもらいたいとい

う思いもある。そして吉川がお話したように、コミュニケーション力を鍛えるためには、ある程度の場数を踏

むことも必要と考えるので、毎週のようにオープンキャンパスを開催して学生が来校される方とお話できる

機会を設けたり、普段とは異なった環境の中で人と話す経験を得られる機会を設けられるように取り組ん

でいる。その中で、飲食店でアルバイトをしている学生は、ざっくばらんな話ができ、機転が利き、挨拶もで

きる人が多いようにも感じられ、現場で鍛えられる何かがあるのではと感じることがある。機会はそう多くは

ないが、学校の中でもそういった体験に取り組めるように試みて参りたい。

□ 私は昨年１０月に起業したが、来店されたお客様から大宮ドッグフェスティバルに行ってきたとお声掛けいただ

く機会があった。そのイベントで学生から「何犬ですか？」と声掛けをされたそうで、勇気を出して話しかけてく

れたことなど学生の対応がとてもよかったとお客様からお褒めの言葉をいただいた。学生のコミュニケーション

力が高いと感じるエピソードであった。

□ ダックスや多毛種を飼育しており、普段は自宅でお手入れをしているが爪切りをイベントでやりたいという人や、

トリミング犬種のプードルを飼育していても、お店に出さずに飼い主自身でトリミングをしている人やイベントなど

で単発でトリミングをしたいという人もおり、イベントは集客性があると感じる。イベントにおいて学生にどこまで対

応させるのか判断が非常に難しいと推察される。私が参加したのは爪切りのブースであったが、大宮ドッグフェ

スティバルでは学生はどのようなことをしていたのかお聞きしたい。
→ (吉川) 大宮ドッグフェスティバルでは爪切りは実施しておらず、アロマブラッシングや足裏の肉球マッサー

ジなど、駒沢わんこ祭りで実績のある内容を学生に取り組んでもらっている。また、ドッグスペシャリスト学

科の学生はゲームをしたり、トレーニングを少し見せたりした。愛玩動物看護学科や自然環境・動物飼育

学科の学生は、運営サイドのお手伝いという形で体重ゲームや物販ブースを担当した。

廣井委員が本校に勤務されていた頃は、ＩＡＣ大宮校の美容・デザイン学科は比較的に学外イベントの参

加が少なかったのだが、それを改善するためというのも大宮ドッグフェスティバルに参加するようになった

一つの理由である。

イベントでは、学生が普段使わない敬語を使い、ホスピタリティの気持ちを前面に出しながら丁寧に取り組

んでくれている姿を見て、１２月の寒い中で大変ではあったが参加して良かったと強く感じた。そういった経

験を積んでもらうことが非常に大切だと捉えている。

まったく知らない人に相対する能力というのはアルバイトをしている学生は鍛えられるが、学校としてできる

ことは本校で行っているどうぶつ祭りやオープンキャンパス、また、規模の大きい学外イベントに参加する

ことであると考える。大宮ドッグフェスティバルは今年度も実施の方向で動いているので委員のみなさまに

もぜひお越しいただきたい。

■ 廣井 愛 氏 (卒業生) 【 卒業生等評価委員 】

□ 伊野委員のお話と同じになるが、私が卒業した当時と今の授業科目が大きく異なっており、今は起業に関する

授業もあると聞き、私も受講したかったと羨ましく感じた。
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(齊藤委員)

→ 入学試験をそれぞれの選抜方式によってきちんと実施しているようで、堅実な学校という印象である。動物看

護師の国家資格化に貴校の理事長がご尽力されており、専門学校教育や業界の発展のために尽くす学校と

考えている。
→ (下薗 惠子) 愛玩動物看護師の国家資格化に向けた取り組みの中では、中心となって活動をさせていた

だいた。その活動の影響を学内の教育にも活かせていると自負しているが、他学科にも注力しながら教育

の質向上に取り組んで参りたい。また、ＩＡＣ東京校は今年度から総合型選抜入試を開始し、現在は第２

回が終了したところである。総合型選抜入試ではどのような学生が入学を希望するのか、緊張と不安を

持ちながら試験日を迎えたが、志が高い学生が多く、安堵した。本校の本試験は１０月１日から願書が受

付開始となるため、総合型選抜入試と合わせて相対的にどのような方向性で選考したら良いのかを検討

して参りたい。

→ (下薗 惠子) たしかに学外での職務活動を担当する経験豊富なスタッフは男性陣が多い印象である。女

性にも活躍の機会を設けていけるように取り組んで参りたい。貴重なご意見をありがとうございます。

(國分委員)
→ 貴校は前身の青山ケンネルの時代から、世の中の状況を的確に見極め、将来のあるべき姿を見据え、着実

に成長を遂げてきたという印象を持つ。

貴校は、実践的な教育を重視しつつ、学生一人ひとりと丁寧に向き合い、彼らの個性と可能性を着実に育て

る教育に取り組んでいると捉える。それは長期間に及び、学校関係者評価委員会において、１１分野と多岐に

わたる評価を行いつつ、そこでの提言を取り入れて、着実に改善に取り組んできたことからも明らかである。例

えば、シラバスの作成等のカリキュラムに関わる改善などの大胆な改善の状況を目の当たりしてきた。
→ (下薗 惠子) 國分委員、齊藤委員には本委員会の当初からご参加いただき、多くの貴重なご意見を頂

戴してきた。少しずつではあるが、だんだんと成長させていただけていると感じている。今後も価値のある

教育活動に取り組んで参りたい。

→ 犬に詳しい方が多く、開校からの歴史が長いのに固定観念にとらわれず、常に時代に合った進化と変化をさ

れている学校で、新たなことを取り入れるスピードが他校より早い印象である。また、教員スタッフの方、学生

の皆さん、両校ともにとても礼儀正しく、コミュニケーションに力を入れている印象が強い。他校と比べても気持

ちの良い挨拶をしてくれる職員・学生が多いと感じる。加えて、教員の方が長く継続して働かれている印象もあ

る。ただ、女性教員やスタッフの方の顔が見えにくいと感じるときがある。
→ (下薗 惠子) 前半についてお褒めのお言葉を頂戴しありがとうございます。後半部分については改善して

いきたいと考えているため、もう少し内容を詳しくお聞かせいただきたい。

→ (太田委員) 近年は女性活躍の時代である。弊社でも女性社員が全体の７割近く在籍しており、編集部に

いたっては８割～９割ほどが女性社員である。女性も人の上に立ち、顔が見えるように我々自身も今後進

めていかなくてはいけないという思いで意見を述べさせていただいた次第である。

(宗像委員)
→ 設備・教育の整った歴史ある専門学校であり、教員の質が高いという印象を持つ。安定した人材輩出を続け

ているが、学生個々の能力には幅があるようにも見受けられる。
→ (下薗 惠子) おっしゃるとおり、学生個々に能力の差があることは否めない。その能力差を均一にしていく

ことを目標とするのではなく、最低ラインを引き上げていく努力をして参りたいと考えている。

(太田委員)

■ 「本校のイメージ」 がどのようなものであるかをお教えください。
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→ 下薗 惠子先生とは何度もお会いしているが、貴校の教員とはあまり会う機会がない。他校では病院に実習生

が来るタイミングに合わせて定期的に教員が挨拶に来てくれており、そこで交流ができている。貴校でもそう

いった取り組みをすることは人員的に難しいのか伺いたい。
→ (吉川) 本学園もインターンシップ実習の際に、インターンシップ実習先へ教職員がご挨拶に伺っていた時

期がある。しかしこの数年は取り組みを見合わせている。その理由の一つは、担当する教職員には年次

が浅い者もおり、ご挨拶に伺ったとしても、院長先生等と十分なお話ができるのかを懸念している。正直な

ところ、インターンシップ実習先に就職を希望する学生がいた場合、「いい子なのでよろしくお願いします」

とお伝えしたい気持ちもある。だが、挨拶回りをした場合、１日に４件～５件が限度であり、業務効率的に

も一旦控えさせていただいている現状にある。

→ (宗像委員) 他校でも若い教員が当院に挨拶に来ることもある。その際も学校のためになるならと考えて、

時間を取って対応をしている。その場に実習生を呼び、教員の前で褒めてあげるようにしている。そうする

ことで実習生も意欲が向上し、良いコミュニケーションが生まれる。若い教員であっても挨拶に来ることに

問題はないと考える。

(大平委員)
→ 教職員の方々が熱心に教育活動に取り組んでおり、しっかりとしたサポート体制があるように感じている。

→ (下薗 惠子) いただいたご意見を心に留め、今後も教育活動に注力して参りたい。

(宗像委員)

→ (下薗 惠子) 廣井委員には、本校の教師として教壇に立っていただいていたこともあり、実際に学生との

関わりを通してのご意見で、実態的な感想であると思う。多くの教員たちの真摯なご尽力によるものと感謝

している。

(廣井委員)
→ 担任の先生のご苦労が多いと思われるが、学生の笑顔が良い。また、先生と学生の信頼関係が強そうなイ

メージである。他に、駅から近い、多くの資格が取得できる、動物とたくさん触れ合える印象がある。

20



→ (小川) 信頼が感じられるというのは 「いい学校」 の大前提だと個人的にも感じている。委員のみなさまに

いただいた貴重なご意見を参考に、「いい学校」 となるための様々な要素を積み重ねて参りたい。

→ 「いい学校」を記述することは、とても難しいことだと捉えている。自分の経験から話をさせていただくとしたら、

都立高校を立ち上げた経験から述べるのが良いかと思う。都立学校であるから、「都民から信頼される学校」

(選ばれる学校) が「いい学校」ということになるのだと思うが、それには、「特色ある学校づくり」を推進して、多く

の受験生と保護者の心をつかむことが重要であり、この特色が魅力となり、特色を実現する教育活動の実績

が信頼につながっていくのだと思慮する。

都立学校においては、強い特色を打ち出すことは非常に困難なことではあるが、強く求められることでもある。

特色を実現できるように情熱を注ぎ、都民の信頼を得るのが管理職の役目だと考えている。
→ (小川) おっしゃるとおり、特色を打ち出すことは難しいことであるが、しっかりと向き合い、取り組んで参りたいと考える。

(齊藤委員)
→ 質の高い教育をすることはもちろんであるが、学生を見守りつつ、何かあれば教職員が共通の理解のもとに積

極的に関わる (見逃さない) 学校だと思慮する。学生から教職員に対する信頼感が感じられることも大事であ

ると考える。ある専門学校の学生は、質問に対して先生自身が持っている知識を余すことなく丁寧に答えてく

れるので大変勉強になる、この学校に入って良かったと述べていた。

(太田委員)
→ 良い学校とは、学生が先生・スタッフ・校長に対して質問をしやすい雰囲気づくりをしていると考える。また、学

生に近い未来、もしくは業界で活躍している事例や人など憧れる職業像をたびたび示していることや、先生方

が外の環境や業界を見に行ったり、勉強したりする時間を取っている、取らせていることが挙げられる。
→ (小川) 本校でも質問しやすい雰囲気づくりの一つの取り組みとして、クラス担任制を導入していたり、様々

な動物の飼育管理等を通して学生と教員が関わりを持てる環境づくりに取り組んでいる。外部での研修参

加など教職員育成に関わる面も非常に重要であると考えている。今後も引き続き尽力して参りたい。

(國分委員)

→ (宗像委員) 実技がなかなか上手くできない学生が多く、一から教える必要がある。太田委員が勤務され

ている株式会社 ＥＤＵＷＡＲＤ Ｐｒｅｓｓでも開催されているが、実践的なセミナーに参加して技術を磨いて

もらいたいと考える。問診の仕方や採血がすぐに行えると貴校の評価がさらに高まると感じる。問診では、

話を引き出す能力や飼い主様の話をまとめる能力が必要となる。

→ (下薗 惠子) ＥＤＵＷＡＲＤ Ｐｒｅｓｓ様のセミナーではどのような内容で実施されているのかお教えいただきたい。

→ (太田委員) 採尿や採血などについてのセミナーを開催している。

■ 「いい学校」 とはどのような学校であるかをお教えください。

(宗像委員)
→ コミュニケーションスキルを磨くことができる学校。社会貢献を考えられる学生を輩出できる学校。国家資格の

合格率が高い学校。カリキュラムがしっかりしている学校。臨床経験豊富な獣医師・講師が在籍している学

校。基本的な実践スキルを身につけられる学校。就職先のマッチングの質を評価しフィードバックができたり、

個別に丁寧に教育が行えたりするなど卒後教育ができる学校。感染・衛生意識をマスターできる学校等であ

ると思慮する。
→ (小川) 我々も 「いい学校」 となるように様々な取り組みをさせていただいているが、宗像委員のご意見を

いただき、その答え合わせができたという印象を持った。「社会貢献を考えられる学生」というのは非常に

必要であると認識しており、本学園でも奨励する取り組みをさせていただいている。その一方で、「卒後教

育ができる学校」というのは、その重要性を理解しているのだが、卒業生との関わりを持つ機会が少なく、

募集をしてもなかなか参加者が集まらない現状にあり、対策に苦慮している。我々が提供しているコンテ

ンツの再確認として、在学時には教えられなかった応用編の講習を行ったり、働き始めてから必要性を感

じる店舗運営や独立の知識等について学んでいただく機会を設けるなど取り組んでいる。卒後教育で学

生に提供すべき内容があればお伺いしたい。
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→ (廣井委員) 私が経営する店舗は出張メインでトリミングを行っているが、１６歳や１７歳などのハイシニアに

分類される犬の対応をすることがとても多い。健康で若い犬を扱うことと、高齢犬を扱うことは全く異なる。

飼い主様としっかりとコミュニケーションを取り、希望を引き出せることが重要であると捉えている。トリマー

の職種の中でもエステをやりたい、シニアに特化したいなどやりたいことを具体的に決めておけると良いの

ではないかと思慮する。

→ (小川) 在校生や卒業生に 「この学校に進学して良かった」 という言葉をいただけることが一番シンプルで

分かりやすい 「いい学校」 の評価であり、集大成であると考える。頂戴したご意見を真摯に受け止め、今

後の教育活動に取り組んで参りたい。

(下薗 僚章)
→ 美容の分野では様々な流派やトリミングの仕方があり、真逆な評価を受けてしまうこともあるのではないかと危

惧している面もある。卒後教育で取り組むべき内容や期待する教育などあればお教えいただきたい。

(大平委員)
→ 知識やスキルの他に、人としても成長できる充実感や達成感などを感じ、将来に希望が持てる、そして「行っ

てよかった」と学生が思えるような学校が良いと考える。

(廣井委員)
→ 安心して生活できる学校であり、専門士の称号が得られる職業実践専門課程の認定校であること。また、歴

史が長くともそれに過信せずに、現在もより良い改善を続けていること。一人ひとりを尊重し、学生にしっかりと

向き合いコミュニケーションが取れる学校が良いと考える。
→ (小川) 長い歴史があることが本学園の強みの一つであると考えるが、それを過信せずにということを今後

も大切にし、引き続き教育活動に注力して参りたい。
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→ (齊藤委員) 最近の高校生は、学力はあってもストレス耐性については持ち合わせていないと感じる。多
摩地区で進学実績が最も高いのは都立国立高校であるが、その高校でも教師は生徒を叱ってはいけな

いと指導されているそうである。ストレス耐性を身に付けるためには勉強以外で人間関係を深める環境を

作り、一つのものを作り上げていくことが大事であると思慮する。勉強だけではなく、日々の行事やイベント

などで生徒同士が意見を出し合い、個性をぶつけ合いながら何かを為していくということがストレス耐性の

ある人間を作る一つの道ではないかと考える。また、今の高校生を見ていると、同時並行で物事をこなす

ことができず、一つのことを終わらせないと次に進めないというこだわりが垣間見える。手塚治虫という漫

画家は、全盛期は連載を毎週４本～５本ほど抱えていたが、彼はどうやって書き上げていたのかというと、

複数の連載を机に広げてそれぞれ１枚ずつ並行して書いていたというエピソードがある。学生にも同時並

行で物事に取り組むことができるようになってほしいと感じる。

→ (原) 卒業該当クラスの授業に取り入れているコンテンツとして、ストレス耐性については２時間ほど授業を

行っている。先ほど宗像委員よりお話いただいたとおり、現場に出ると過酷であり、第一希望の就職先へ

入社した学生でも多かれ少なかれリアリティーショックを感じている。そういったことが就職後には待ってい

るのだということを伝えるとともに、良い我慢と悪い我慢があり、自分を成長させるために時には我慢も必

要であることを教えている。その他にも、最近メディアでも取り上げられている「レジリエンス」という、困難を

しなやかに乗り越え、何か負荷がかかっても回復していく力が非常に大切であると学生に伝えている。委

員のみなさまのご意見を踏まえて、授業コンテンツのブラッシュアップを続けて参りたい。

→ (下薗 僚章) 高校生に対する、こういったストレス耐性を強化するためのコアアプローチはどのようなもの

があるのかお伺いしたい。

→ (國分委員) 人の生き方や在り方について、教育課程に位置付けて教えていく時代だと考える。昔の貧し
い時代には、親に厳しくしつけられたり、たくましく社会に関わっていこうと自分自身で考えて生きていたと

思うが、豊かな時代になると自分で考えなくても、なんとなく生きていけてしまう。何のために働くのかを明

確にし、自分の良さを生かして社会に関わりたいという目的意識を育ててあげることが、ストレス耐性を育

てる一助になるのではないかと思慮する。１年次から社会について勉強をさせて、今の社会を理解させる

ことが必要である。ファミレスでは接客にロボットが出てくる時代であり、接客サービスをするよりもロボットを

作ったりシステムを構築したりすることが今の社会では求められる人材であるだろうと推察する。社会を

しっかりと学び、学生一人一人が持つ自分の良さを自己認識させること、そして職業についても、その職

業で求められる人材など学びを深めていくことで、みなさんがお話されていた課題を解決することにつなが

るのではないかと考える。

→ (和知) 即戦力につながる分野として愛玩動物看護学科だけでなく、美容・デザイン学科、自然環境・動
物飼育学科、ドッグスペシャリスト学科のそれぞれに関わる現場で活躍されている方々と連携や擦り合わ
せを行いながら、どのような教育をどこまでするのか、検討を進めてしっかりと取り組んで参りたい。また、
それらは時代によって変化してくるものであると認識しているため、毎年現場の方にお話を伺い、それを教
育活動に活かして参りたいと考えている。宗像委員の述べている「ストレス耐性」とは具体的にどのようなこ
とを指すのかお伺いしたい。

→ (宗像委員) 現場は想像しているよりも過酷なこともあり、ショックで退職してしまう人もいる。学生時代から

ストレスに強い人材になってもらえると良い。

→ (和知) 私の世代では、少しの体調不良は我慢して学校に行くように親から言われたり、食事は残さずに

食べるように教育されてきた。それが最近の若者は、少しでも具合が悪ければ学校を休んで良い、嫌い

な食べ物は残して良い、と言われる世代になった。そのような学生たちにストレス耐性を教えることは非常

に難しいと感じてはいるが、本校では人間力養成講座という授業の一部でストレス耐性についての項目を

設けて教育を行っている。詳しくは本学園の原よりご説明させていただく。

■ 本校に求めるものを改めてお伺いさせていただくと、どのようなことを期待されており、それらをどの程度まで教育・

指導・実施することが求められているかをお教えください。

(宗像委員)
→ カリキュラムで学ぶこと以外に、特に即戦力につながる分野 (計算、衛生管理、採血・保定等の実技) が理解

できている人材を輩出することを期待する。また、動物病院は命を扱う現場であるという認識やストレス耐性の

ある人材を輩出することや、一般的な組織人としての意識、コミュニケーション能力、社会貢献への意識を身

につけていることも求めている。
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→ (齊藤委員) 学生のことを真摯に考えているのかということである。長い間、専門学校を見てきているが、
良い教育をしている学校が生き残るとは限らない。授業中、日本語を一切禁止にしているという評判が非
常に高い英語の専門学校があったがそこも廃校となった。良い教育をしているというだけでは学校運営を
継続していくことはできず、時代の変化に対応し、その時代に合ったニーズに適合していく必要がある。ま
た、後者の卒業生の採用に関する話だが、動物系専門学校ではないが、とある専門学校の卒業生を採
用した方がリスクが少ないという話がある。その学校の在学中の教育が影響を与えているという印象を受
けた。

→ (和知) 学生のことをしっかりと共有している教員のチームは学生指導が行き届いているという印象があ

る。頂戴したご意見を真摯に受け止め、今後の教育活動に取り組んで参りたい。

(齊藤委員)

→ 学校経営と教育のバランスを取りつつ、教育に対する不易な姿勢と変化に柔軟に対応できるしなやかさ、その

両方が必要だと考える。どの程度までという問いは難しいが、就職先での卒業生の評判が良いこと、動物系専

門学校での教員採用の際に卒業生を採用したい学校になっていることが一つの指標であると感じる。
→ (和知) 「教育に対する不易な姿勢」という箇所につきまして、具体的にお聞かせいただきたい。

(國分委員)
→ 私は、私立の高等学校でも学校経営に取り組んできたが、上記の「いい学校」で述べた都立学校での経験か

ら得た考えは変わるものではないと思慮する。時代を見据えて特色ある教育の方針を明確にしつつ、その魅

力のもとに集まった学生を着実に育て、社会に関わらせるという実績を積み上げていくことだと考える。特色を

打ち出すことは容易なことではなく、多くの知恵の集結が求められる。また、多様な価値観を持った学生を指

導することは、非常に難しいことではあるが、チームとしてまとまって対応することが求められると捉える。
→ (和知) 本学園は５つの学科があるが、互譲互助の関係にあり、チームとしてまとまっていると感じる。今後

もそのチーム制を活かして学生指導をしっかりと行って参りたい。

→ (國分委員) 学生指導は、言葉は悪いが「寄って、たかって」という言葉が当てはまると考えている。みん

なで同じ考えを持ち、みんなで協力し合いながら指導するというのが大切なことであると感じる。先生方も

様々な価値観があり、生徒は多様化している。指導者側の方針が安定していないと学生も揺らいでしま

う。意思統一が必要であり、先生方がよく話し合い、チームとして対応することが求められる時代なのでは

ないかと思慮する。

(太田委員)
→ 企業、病院への就職に際しては、在学中に自己 (セルフ) スキルチェックシート、客観 (先生) スキルチェック

シートなどを入学時である１年次から取り組んでおくと、全ての項目でなくても、社会性項目 (社会人必須項

目) の他、成長項目、苦手克服すべき項目、時間をかけて身につけていく項目等で、学生自身も成長目標や

目標設定ができ、学生に寄り添った指導できるのではないかと思慮する。また、弊社でも実施していることでは

あるが、貴校でも教員・スタッフの方々にもスキル向上の機会を与え、なりたい自分像の確認をしてあげてもら

いたいと考える。
→ (和知) 愛玩動物看護学科は学外実習に行く際に、学生自身によるセルフチェック教職員からの評価を

組み込み、ポートフォリオを実施している。この取り組みを他学科にも広めて参りたいと考える。御社ではど

のようなことを実施しているのか、具体的な取り組みについてお聞きしたい。

→ (太田委員) 弊社では会社名である ＥＤＵＷＡＲＤ Ｐｒｅｓｓの頭文字を取り、「Ｅシート」と名付けたセルフ

チェックシートがある。これは全員が目標とするものと、上長がこうなってほしいと望むものを擦り合わせて

作成されており、半年ごとに見直している。学生本人は苦手と感じていることも、先生から見るとできている

と評価されることもあると推測する。そういった意味でもチェックシートを活用できると良いと思慮する。

→ (宗像委員) 齊藤委員のおっしゃるとおり、マルチタスクができない学生が多いと感じる。様々なことを頼む

と頭がパンクしてしまい、忘れてしまう。一つ一つ終わらせて、その都度、指示をしていかなければならな

い。

→ (下薗 僚章) 我々、教職員の中にもマルチタスクを苦手とする者もいる。まずは我々が学生の手本・見本

となれるように注力していきたい。
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(大平委員)
→ カリキュラムなどの情報、タイムスケジュールは分かりやすく参考になると考える。他校とは違う学校の良さや

強みもプラスで掲載されても良いと感じる。

(廣井委員)
→ 先生のプライバシーの問題もあるため難しいかもしれないが、どのような先生方がいるのか、先生の日常が分

かると良いと感じる。

(齊藤委員)
→ 進路、さらに学校選択を考えている高校生が安心できる、この学校に入学したら満足できそうだ、という情報が

あればと考える。

(太田委員)
→ 情報公開をされているところなど、情報の見せ方など素晴らしいと感じる。学校として見せているもの以外に、

学生自身が学校の良さや学校生活などの情報発信する内容を考えて、ＨＰの一部やＳＮＳにて実践できる取

り組みがあると、さらに学校のカラーが見えて共感を呼ぶのではないかと考える。ただし、事前に学生への情

報発信についての指導を行うなどの取り組みは必要かと思慮する。

(國分委員)
→ 「特色ある学校づくり」の理念、その実践の様子、実績等を周知することは、とても困難なことである。特に、学

校の立ち上げという、全く実態のない学校の特色の理念を周知することは、非常に難しいことであると実感し

た。

ホームページは、この視点から大きな力となると感じる。内容の更新を密に行い、魅力あるものとすることが求

められる。

→ (和知) 座学の授業の中でも、学生が学生に教える、話をするという機会を設けている授業が多数ある。

先程ご説明した人間力養成講座では授業終了後に、一人４０秒ほどで隣の席の学生に、今日の授業の

内容や目標について要約して伝えるという取り組みを行っている。こういったアウトプットにより、学びを深め

ていける授業をさらに増やしていくように取り組んで参りたい。

■ 法令などにて求められている情報は学校ホームページにて情報公開をしており、学校での日常風景などはＳＮＳな

どにて情報発信をしておりますが、どのような内容の情報が求められているかをお教えください。

(宗像委員)

→ 実習や授業の様子が分かると良いと考える。

(大平委員)

→ 統一された分かりやすい指導、学んだことをアウトプットできる場を求める。また、安心して通える環境であるこ

とを期待する。学生がそれらを実感し、将来につながる学びを得られると良いと考える。

(廣井委員)
→ 離職してしまう方も多いため、卒業後の５年後、１０年後も長く勤務し続けて欲しい。動物が好き以外に、それ

を仕事としてやっていく勇気や気持ちがあるかを知りたい。
→ (和知) 動物が好きというのは大前提であるが、そこからお仕事やビジネスに繋げるという部分が非常に難

しい部分である。普段の実技はもちろんのこと、動物産業経営学の授業でも指導して参りたい。
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→ (大平) 先生と生徒が楽しく過ごせるイベントがあることは良いと感じており、一緒の時間を過ごすことは大

事なことであると認識している。私と娘が貴校の学校説明会に参加していた頃は、貴校のインスタグラム

はまだ始めたばかりであったため、ＳＮＳやホームページを拝見して情報を得るということはなく、髙橋委員

と同様に学校説明会に参加して入学を決めた。何度も来校させていただき、実際の現場を見て、先生の

お話を聞いたり、カリキュラムを見たりすることで安心して入学することができた。何回も足を運ぶと、「ここ

しかない」という気持ちが芽生え、入学させていただいた次第である。動物に優しい学校というのをもっと前

面にアピールすることを提案したい。動物に優しいということが学校の信頼につながると感じる。

→ (吉川) 本学園の広報活動において、最も力を入れているのはインスタグラムであり、我々は第二のパンフ

レットと称している。太田委員のご意見にあったように、学生に投稿してもらうことも検討している。現在、イ

ンスタグラムは週６でほぼ毎日更新を行っている。新しい動物が入ったことや授業の内容の他に、教職員

が地域貢献でお神輿を担いだということまで掲載しており、様々なコンテンツがある。高校生が知りたいこ

とを発信しつつ、学校から伝えたいことも発信するため、教職員募集なども出している。いきなり爆発的に

ヒットすることを期待することもあったが、地道に投稿を重ね、それを高校生が見てくれることで、本学園に

興味を持っていただき、入学して在校生になり、卒業生になってからもつながっていられるように尽力して

参りたい。

→ (下薗 僚章) 高校生たちが良い学校選びをする際にどのような情報の出し方をすればつながりを持っても

らえるのかという糸口を探したい。そういった観点で、学校選択時に重視していた内容などお伺いしたい。

→ (吉川) みなさまから貴重なご意見を頂戴し、しっかりと受け止め、今後の情報公開に取り入れて参りたい
と感じた。実習や授業の様子、学生の真剣な表情、そういったものをできるだけ多く公開していきたいと考

える。各媒体に特色があるのでそれを踏まえて公開していきたいと認識を持ちながら取り組んではいる

が、ご指摘いただいているように、現時点では不十分であると捉えている。伊野委員からのご意見にあっ

たネガティブな面という情報については、言葉が独り歩きしてしまう可能性があるため、媒体に掲載するこ

とはしていない。ただ、学校説明会や個別相談の際には、人口減少に伴い、犬の頭数も減少していく傾向

にあることなど、動物業界にとっての課題点も説明している。実習の様子に関しても、他校ではまだ取り組

んでいないことなど情報としてどこまで公開して良いのか、判断しながら情報公開を進めている。動物業

界のネガティブな面を伝えても、本学園の教育を受け、技術を身に付ければ大丈夫であるという着地点

にすべてを落とし込めるように広報活動をして参りたい。

→ (宗像委員) 貴校のＬＩＮＥアカウントを友だち登録したが、実習も公開している印象を受けた。インスタグラ

ムも更新をされているのを目にした。
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→ (齊藤委員) 教員採用試験に合格し、４月１日の入都式を終え、その後に配属された高校の入学式に出

たばかりで退職を申し出る職員がおり、大変驚いた経験がある。大卒と専門卒に大きな違いがあるとは

思っていない。

→ (宗像委員) 大卒と専門卒の大きな違いは、目的意識があるかどうかだと捉えている。「動物を助けたい」

という強い気持ちがある方が伸びる。なんとなく大学に入学し、学んだ人よりも、専門学校生の方が意識

が高いと感じる。

(大平委員)
→ 大卒は一定以上の学力、基礎知識、能力があると判断され、一般教養や文章力など、大学での学びが活か

されることが利点とされるかもしれない。一方で病院などの現場では臨床経験や即戦力も求められるため、専

門卒の学生が高く評価されるのではないかと考える。

→ (下薗 僚章) この質問をさせていただいた背景として、専門学校教育として考えられるものは毎日突き詰
めているが、いざ就職サポートをしていく際に、求人票をいただく企業から「大卒を優先している」というご意

見をいただくことが時々ある。そもそも学校種で区分けされるのはなぜだろうと疑問を感じる。人が人に教
える形式であれば、大学で教えられることは専門学校でも教えられるのではないかと思慮する。企業や社

会から見て、大卒者だからできること、優れていることは何かを長年我々も考えてはいるのだが、明確には

できない部分があったため、改めて設問させていただいた次第である。少子化の影響もあり、以前よりも入

学するハードルを下げている大学も出てきており、専門学校で職を極めていきたいという意思がある方も、

一旦は大学で学ぶことを考えるようになってきているように近年では見受けられる。そういった状況の中

で、専門学校でも、大学で習得できるとされるものも身に付くということを伝えることができれば、本学園の

入学を検討してくださる方たちにとって、また一つ本校で学ぶことが安心できるものになると考える。ここで

いただいたご意見を参考にしながら、従来の専門的な知識・技術を習得する中での手段として取り入れて

参りたい。

→ (國分委員) 教員採用試験では、出身大学名は一切関係ない。「教育は人なり」という人物本位であり、

面接に非常に重きを置いている。よく出身大学で有利不利など言われるがそんなことはない。結果を見る

と、合格者は○○大学が多かった、というのはあるが、大学で選考はしていない。

(廣井委員)
→ 特にございません。

(齊藤委員)

→ 特にございません。

(太田委員)
→ 全員に当てはまることではないが、採用において、病院を含む企業が大卒者を優先する、もしくは、専門学校

卒で就職経験 (社会人経験) がある方を優先するには、いくつか理由があると思慮する。大学の授業ではグ
ループ学習、ゼミや論文、記述式回答が多いことなどから、考える力や議論する経験が一定量ついている人
が割合としては多く、入社後の業務や知識を急速に増やして行く際に理解度が比較的高いと感じることがあ
る。
専門学校教育というよりは高校教育時点での差であるとも思われるので、専門学校においては個人の興味と
コミュニケーション力を伸ばしてあげることが良いと感じる。

(國分委員)
→ 特にございません。

■ 大学進学を勧められたり、動物分野の企業等においても大卒者の採用を優先される場合があることを伺ったこと

がございます。それを肯定する場合にどのような利点があると思われるかを忌憚なくお教えください。

(宗像委員)
→ 大卒の方が理解が早いことはあるかもしれないが、当院では大卒を優遇していない。学業も大事であるが、コ

ミュニケーションスキルや利他の心を持ち、何よりも動物のことを第一に考えられる人材を求めている。
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(大平委員)
→ 前述の貴校に求めるものとして、「統一された分かりやすい指導」と記したが、声の大きさはもちろん、聞き取り

やすさも大切だと感じる。早口でメモを取ることが難しい授業があると娘から聞いたため、こちらに記させていた

だく。
→ (吉川) 本学園の取り組みとして、毎年、授業参観をして授業評価を実施している。その結果をもとに教職

員のセルフチェックと兼任教員の指導を行っている。取り組みの質が向上できるように仕組みを整え、教

職員の質の向上にも努めて参りたい。

(廣井委員)
→ 開業する際に貴校での学校勤務の経験が活かされて、お客様からの信頼や安心を多く感じられ、本当に感

謝している。

→ (下薗 惠子) こちらこそ國分委員のご都合の良い日程で開催することができず、お詫びを申し上げたい。

おかげさまで多くの大変貴重なご意見を頂戴することができ、本学園の教育活動をより一層、高めていけ

ることと確信している次第である。今後もご指導を賜りたい。

(齊藤委員)
→ 特にございません。

→ 少し先を見据えて業界のメディアとして、今後も協力サポートできることがあれば、一緒に学生の皆様の未来

に繋げていきたいと考えている。
→ (吉川) 学生の採用に関して、見極めが学校として必要であるし、学生個人でも見極めをしてもらいたい。

動物業界は特殊な業界であると考えている。お互いを見ることができるインターンシップ実習の制度は非

常に価値があり、そういった制度を活用できるようにして参りたい。加えて、企業や動物病院との接点とし

て、合同企業説明会を浜松町にある施設を借りて本学園独自で毎年４月下旬に開催している。そこから

就職につながるケースも出てきている。大手の企業に来てもらう機会をどれだけ設けられるかを重視して

いる。教職員の主観をどの程度、学生に対して伝えるかは永遠のテーマである。例えば「○○動物病院

は厳しい」という評価があったとして、Ａさんには厳しく感じられても、Ｂさんにとっては厳しく感じないこともあ

る。ただ、企業や動物病院等の情報を学校側がしっかりと把握するという面において、本学園の課題と感

じている。就職担当者だけでなく、教職員一丸となって就職指導を強化して参りたい。

(國分委員)
→ 第１回学校関係者評価委員会を欠席したことをとても心苦しく思う。委員の皆様や先生方の意見を聞くことが

できなかったことをとても残念に感じている。

(宗像委員)
→ 特にございません。

(太田委員)
→ 企業では採用枠としての考え方に、総合職、専門職 (技術職・営業職・開発職・企画職等)、事務職など働き

方にも違いがある。企業・病院・ショップなどで働き方は異なるが、研修や育成体制など 『自分の成長やスキ

ルアップ、社会人としての成長をサポートしてくれる』 ものや制度があるかないかでも、近い将来と先の目標設

定に大きく左右されるため、この辺りの取り組みをされているかどうか、学校のサポートが必要な時代であると

捉えている。生き生きと働いている人が一定数いる就職先かどうかを学校や先生方とともに見極めをしていけ

るのが良いと考える。

■ その他のご意見・ご要望 等
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